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若手農業者を中心とした団体への働きかけ

大阪府連（1月20日）、富田林市４Hクラブ（3月11日）、河内っ子野菜研究会（2月18日）
の３団体へ農地中間管理事業の制度や活用した際のメリットなどを説明。
若手農業者からは、制度要件についての質問など活発な意見があった。

【質問（抜粋）】
・ハウスを設置する場合、公社で借りた農地の上にしか
ハウスを建てられないのか。

・トラクター等機械を購入する場合、公社で借りた農地以外
にも使用すると思うが、交付金の対象となるのか。
公社で借りた農地は小さくても自身が耕作している全体で
使うための大きな機械を購入したい場合どうなるのか。

・耕作地は生産緑地ばかりなので使いづらい。生産緑地も
対象となるよう国へ要望してほしい。


